
№101号

2025年

３月南伊豆町議会定例会を２月26日〜３月17日の会期で開催しました。３月南伊豆町議会定例会を２月26日〜３月17日の会期で開催しました。

● 令和７年度一般会計・特別会計・水道事業会計……………………………………………
● 令和７年３月議会定例会採決一覧表 …………………………………………………
● 審議中にあった質疑又は意見要望事項………………………………………………
● 一般質問…………………………………………………………………………………
● 議会一口メモ、くろ潮 ………………………………………………………………………

主な内容
　2

3 〜 4
5 〜11

12〜17
18

令和7年.5.1

南中小学校入学式



2 みなみいず町議会だより　No.101　2025年（令和７年）５月１日

特 別 会 計 予 算 公 営 企 業 会 計 予 算

公共下水道

事業会計

事業収益 事業費用

1億9,142万8千円 2億623万9千円

資本的収入 資本的支出

7,924万2千円 1億4,975万円

漁業集落

排水事業

会計

事業収益 事業収益

6,892万2千円 8,798万1千円

資本的収入 資本的支出

973万9千円 3,070万円

水道事業

会計

事業収益 事業費用

3億3,350万2千円 4億1,133万6千円

資本的収入 資本的支出

2億9,353万6千円 3億4,945万8千円

特別会計予算　27億4,781万1千円
国民健康保険特別会計 12億2,861万4千円

介護保険特別会計 12億9,823万5千円

後期高齢者医療特別会計 1億8,184万3千円

南上財産区特別会計 87万8千円

南崎財産区特別会計 38万6千円

三坂財産区特別会計 522万6千円

土地取得特別会計 4千円

指導主事共同設置事業特別会計 3,262万5千円

一 般 会 計

令和７年度
一般会計・特別会計・企業会計予算成立一般会計・特別会計・企業会計予算成立一般会計・特別会計・企業会計予算成立一般会計・特別会計・企業会計予算成立
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令和７年３月議会定例会審議結果

№
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１ 諮第１号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることについて 原案
同意 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

２ 議第11号
南伊豆町個人番号の利用等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

３ 議第12号
南伊豆町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正す
る条例制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

４ 議第13号
南伊豆町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

５ 議第14号
南伊豆町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

６ 議第15号 南伊豆町防災委員設置条例の一部を改正する条例制定について 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

７ 議第16号
南伊豆町国民保護協議会条例の一部を改正する条例制定につい
て

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

８ 議第17号
南伊豆町水防協議会設置条例の一部を改正する条例制定につい
て

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

９ 議第18号
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関
する条例制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

10 議第19号
静岡県市町総合事務組合規約の一部を変更する規約制定につい
て

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

11 議第20号 南伊豆町過疎地域持続的発展基金条例制定について 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

12 議第21号
工事請負変更契約の締結について（令和５年度町道落居線道路
改良工事（第２工区））

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

13 議第22号
工事請負変更契約の締結について（令和６年度社会資本整備総
合交付金事業町道落居線道路改良工事）

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

14 議第23号 南伊豆町過疎地域持続的発展計画の変更について 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

15 議第24号 令和６年度南伊豆町一般会計補正予算（第８号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

16 議第25号 令和６年度南伊豆町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

17 議第26号 令和６年度南伊豆町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

18 議第27号 令和６年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

19 議第28号 令和６年度南伊豆町公共下水道事業会計補正予算（第３号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

20 議第29号 令和６年度南伊豆町漁業集落排水事業会計補正予算（第３号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

※議長　長田美喜彦は採決に加わっておりません。 賛成：◯　反対：╳
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令和７年３月議会定例会審議結果
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21 議第30号 令和６年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第５号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

22 議第31号 令和７年度南伊豆町一般会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

23 議第32号 令和７年度南伊豆町国民健康保険特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

24 議第33号 令和７年度南伊豆町介護保険特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

25 議第34号 令和７年度南伊豆町後期高齢者医療特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

26 議第35号 令和７年度南伊豆町南上財産区特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

27 議第36号 令和７年度南伊豆町南崎財産区特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

28 議第37号 令和７年度南伊豆町三坂財産区特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

29 議第38号 令和７年度南伊豆町土地取得特別会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

30 議第39号
令和７年度東伊豆町、河津町、南伊豆町、松崎町及び西伊豆町
指導主事共同設置事業特別会計予算

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

31 議第40号 令和７年度南伊豆町公共下水道事業会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

32 議第41号 令和７年度南伊豆町漁業集落排水事業会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

33 議第42号 令和７年度南伊豆町水道事業会計予算 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

34 議第43号 財産の取得について 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

35 議第44号
南伊豆町複合サテライトオフィスの設置及び管理に関する条例
制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

36 議第45号 令和６年度南伊豆町一般会計補正予算（第９号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

37 議第46号 令和６年度南伊豆町水道事業会計補正予算（第６号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

38 議第47号 令和７年度南伊豆町一般会計補正予算（第１号） 原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

39 発議第１号
南伊豆町議会の個人情報の保護に関する条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

40 発議第２号
公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意
見書

原案
可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

賛成：◯　反対：╳※議長　長田美喜彦は採決に加わっておりません。
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審議中にあった質疑又は意見要望事項
○予算決算

常任委員会
一　般　会　計

１款　議会費
質疑、意見要望はなかった。

２款　総務費及び関連歳入
について

問　職員人件費の増加と職員
数について検証しています
か。
答　町の三役合わせて128名
で、人事院勧告により高騰し
ています。近隣の町と比較し
大差はないが、今後は職員数
の増加を避ける方針です。

問　標準準拠システム及びガ
バメントクラウドの運用につ
いて移行の根拠と内容説明を
伺います。
答　移行の根拠は法律に基づ
くもので、運用については通
信関係とシステム関係の運用
が必要となります。

問　セキュリティについてご
説明ください。
答　国内にサーバーがあり、
事業者は国の厳格なセキュリ
ティ基準を満たしています。

問　地域活性化起業人推進事
業が計上されていないが目的
は、達成されたのですか。
答　課題はなくなっていませ
ん。人材が見つかった際には
補正予算等で計上し人材を獲
得したいと考えています。

問　スマホ教室を実施する場
所や予定は。
答　庁舎や各地区等、数カ所
で実施しています。今後は人
が集まる場所に出向くことも
考えています。

問　町のライン登録者数の目
標は1,500人ですが現在の登
録者数は。
答　３月４日現在、1,058人
です。

問　ロゴチャットの秘匿性と
システム安全性等のセキュリ
ティ面は。
答　LGWAN回線が使え、基
本的にセキュリティ面は守ら
れています。

問　地域おこし協力隊員の起
業に対する補助金、３名分の
内容は。
答　それぞれ、ゲストハウス
の運営、インターネットを使っ
て町の魅力を発信する事業、
ふるさと納税や地域活性化等、

産業振興を主とした事業に取
り組む予定です。

問　ミナミイズ人と経済活性
化推進協議会補助金の事業内
容は。
答　移住定住の関係でお試し
移住事業等を実施していまし
たが、町が直接事業実施する
ことで補助金を減額していま
す。

問　マイナンバーカードの有
効期限が切れる前のお知らせ
と対策は。
答　期限が切れる約３カ月前
に国から通知が届きます。

問　地域おこし協力隊の新規
採用は。
答　令和６年度に７名募集し、
採用が２名のため再募集をし
ます。

問　奨学金の補助金額の返還
要求で、やむを得ない理由以
外の理由とは。
答　以外の理由とは個人の意
思に基づく場合の転出などで
基本的に返還の対象となりま
す。

問　奨学金の年間補助金額を
積算した根拠は。
答　高校に確認をしたところ
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進学する方の約60%は奨学
金を使っているだろうという
ことで、初年度は、10名と想
定をしました。

問　証明書のコンビニ交付の
利用状況は。
答　今年度１月までの利用は
住民票が月平均34.9通、印
鑑証明は28.7通。昨年度も
同程度です。

問　賀茂地区航空写真共同撮
影事業の航空写真は必要です
か。
答　賀茂地区としてより近況
精度の良いものを出していく
ことに取り組んでいます。

問　町公認アンバサダーの予
算が半額になっている理由は。
答　実績と見込により減額し
ていますが、SNSツールを活
用し町の魅力を発信していき
ます。

問　今後新たなアンバサダー
を採用する予定はありますか。
答　今のところ予定はありま
せんが、いい人がいれば検討
します。

３款　民生費、４款　衛生
費、９款　教育費及
びその関連歳入につ
いて

問　こども園の駐車場整備事
業は、職員用か保護者用どち
らですか。
答　普段は職員も駐車する予
定ですが、イベント時には保
護者が利用することを想定し
ています。

問　小学校の持久走大会のと
きに駐車場を使用できますか。
答　こども園とイベント等が
重ならなければ問題ありませ
ん。

問　こども園の防犯カメラは
道路側へ設置した方が、より、
子どもたちの安全を守ること
ができるのではないでしょう
か。
答　公共のところは通る人の
プライバシー保護の問題があ
りますので、基本的には園内
部分を映す予定です。

問　犯罪をする側の心理を考
えて事業をしていかなければ
ならないと考えますがいかが
でしょうか。
答　設置の向き等を調整し、
必要であれば台数を増やすこ
とも検討します。

問　敬老事業の450万円を見
直し福祉事業に振り替えては。
答　行政協力員会でアンケー

ト調査を実施し、検討します。

問　中学校統合による校舎改
修についての内容は。
答　グラウンドの表層土10㎝
の入れ替え、グラウンドの一
部を駐車場に整備及びエアコ
ン設置工事を考えています。

問　校舎にクラックが入ると
いうことは地面に転圧がかけ
られていなかったのかと思い
ますが、地面の部分までしっ
かり見てもらう方が良いと思
いますがいかがでしょうか。
答　現時点で地下調査までは
対象としていない状況です。
トータル的にどういった形で
調査をかけるのがいいのか課
内で精査したいと思います。

問　グラウンドの改修工事は
排水関係の工事ですか。
答　排水工事ではありません
が、水路ができるところは、
改善策を協議しているところ
です。

問　児童手当の給付金の額が
3,000万円ぐらい上がってい
ますが、説明ください。
答　主に手当の支給年代の拡
大、第３子以降の手当の増額、
所得制限の撤廃等があり増額
となっています。

問　本年度の帯状疱疹生ワク
チンと、不活化ワクチンの接
種件数は。
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答　生ワクチンが12件、不活
化ワクチンが112件です。

問　帯状疱疹ワクチン接種費
用助成の方法を代理受領方式
に変更できませんか。
答　代理受領方式で対応する
ように準備をしています。

問　現在、清掃センターは使
用できない状況になっていま
すが、ゴミをどこへ搬出する
のですか。
答　今後は、オリックスと東
河環境センターに受け入れを
お願いしました。

問　ゴミの搬出で経費が増え
る可能性は。
答　経費は上がらないように
協議をしています。

問　出産準備支援金給付事業
で、当町では国補助制度によ
らず、一律 10 万円を支給す
るとありますが、説明をお願
いします。
答　分娩の経過や地域の環境
によって支援が分断されるこ
とがないように、国の補助要
件に限定せず一律支給で検討

しました。

問　水道事業会計の令和６年
度繰り出し金は予算どおりと
なりますか。
答　予算どおりの支出を予定
しています。

問　水道料金についての値上
げについての考えは。
答　水道に関しては地区の簡
易水道が令和５年度に統合し
たとき、上水道に合わせ、料
金改定しています。９地区の
簡易水道が加わったとしても、
２、３千万円増にしかなりま
せんので運営的には到底足ら
ない状態です。

５款　農林水産業費及びそ
の関連歳入について

問　稚貝稚魚放流事業補助金
について、令和６年が60万円
だったものが23万6,000円
に極端に落ちています。漁協
との打ち合わせ内容は。
答　漁協と年３回、必要があ
れば随時行っています。協議
を重ねた結果、稚貝事業を見

合わせたいという決断に至り
ました。

問　海の状況に合った海藻類
を育てることが重要ですが、
県の水産技術研究所から情報
は来ないですか。
答　水産技術研究所伊豆分場
の分場ニュースが毎月出てい
て、確認しています。

問　漁場環境維持保全対策事
業補助金の説明をしてくださ
い。
答　漁協に出している駆除補
助金です。

問　水土保全機能森林整備業
務委託料について、森林整備
面積を広げ藻類や海藻類が繁
殖しやすい環境を目指す考え
は。
答　森林整備は、森林環境贈
与税を充当しているので、拡
大するには一般財源をどこま
で支出するかということもあ
ります。

問　森林を火災から守るため
にも防火線を作る必要があり、
森林整備面積も広げる必要が
あると思いますが。
答　山林は水源涵養の森です
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ので、そのような整備も合わせ
て行えるように検討します。

問　青市地区、手石地区での
レモン栽培に向けた土壌の調
査の進捗は。
答　レモン栽培には悪くない
ということですが、一定の層
から水が抜けない粘土層に
なっているような状況です。

問　縦貫道の残土が埋められ
るということですけど、今の
土壌に影響しませんか。
答　農地の表土を 90cm 剥
がし仮置きして、残土に被せ
土壌を作ります。国交省の方
も耕作に適する土を別にス
トックしてあるようですので
農地作りに不足したならば、
その土を運ぶ計画で進めてい
ます。

問　地権者の中では同意書の
提出だけ急がせてその後の報
告がないと言う意見があり、
大変心配していますので進捗
状況をお知らせください。
答　協議会で行われたことは
会報でお知らせしています。
私たちの広報が足りないので

あれば、改めて今の計画等を
お知らせしていきたいと思っ
ています。

問　県単独農業農村整備費負
担金で青市、手石、市之瀬、
３カ所ありますが、各々、事
業費負担金のパーセンテージ
が違いますが、説明をお願い
します。
答　農林水産省と賀茂農林事
務所が活用する補助事業が違
います。

問　伊浜地区の鳥獣害の問題
です。説明書に補助金交付要
綱の改正についてとあります
が、補助要件が緩和されれば、
伊浜の周辺も緩衝帯を作るこ
とによって動物の侵入を防げ
るのではないでしょうか。
答　令和７年度は補助要件を
緩和し制度の活用を推進しま
す。

問　有害鳥獣対策事業の中で、
有害鳥獣捕獲経費補助金の内
容を説明ください。
答　国からの補助金です。

６款　商工費及び関連歳入
について

問　11年ぶりに夜桜流れ星を
開催するということだが、事
業内容と予算を説明ください。
答　夜桜流れ星は令和８年２
月27日から３月１日の３日
間を予定し、時間は６時半か

ら７時半までの１時間、祈り
星の数は2,000個で、総額500
万円を想定しています。

問　夜桜流れ星を見に来るお
客様から少し運営費として徴
収する考えはありませんか。
答　みなみの桜と菜の花まつ
りの実行委員会で検討したい
と思います。

問　今後、桜の保全活動を行
うために、協議会等を立ち上
げる考えはありませんか。
答　河津町を参考にしながら
協議会等を立ち上げていけれ
ばと考えています。

問　協議会を立ち上げるとし
た場合の予算は現状で考えて
いますか。
答　みなみの桜と菜の花まつ
りの実行委員会で提案し、検
討したいと思います。

問　宿泊業の経営力基盤強化
事業補助金の内容を説明して
下さい。
答　ロボット掃除機の購入が
１件と下賀茂の旅館で寮の改
修が１件です。

問　町営温泉指定管理委託料
減額の根拠は。
答　エアコン改修工事の結果、
電気代が200万円ほど安くな
り、人員シフトを整理して経
費の削減に努め減額となりま
した。
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問　ふるさと寄附金事業の感
謝券を精算するのに手続きが
煩わしいと聞きましたが。
答　新システムに変えて自動
的に請求書の印刷ができるよ
うになりました。

問　ふるさと寄附感謝券のこ
とについて、詳しくご説明し
て下さい。
答　町内のさまざまな観光事
業者で利用できる地域振興券
で、ふるさと納税の返礼品の
一つとして登録しています。

問　感謝券のふるさと納税額
に対するパーセンテージは。
答　約30％です。

問　観光イベント用駐車場整
備事業に関する土地の取得費
は㎡単価10,500円ですが、
この地区の土地価格等に対し
て妥当ですか。
答　令和元年度にこども園の
園庭を増幅するにあたり畑を
購入したときの㎡単価10,500
円で計上してあります。

問　観光イベント用駐車場は
普段も利用ができるのか。利
用可能であれば防災倉庫の前
に一般車が駐車をしないよう
に工夫が必要ではないか。
答　普段から利用することを
予定していますので、車が駐
車しないように考えていきま
す。

問　駐車場で交通事故が起き
ないようにする対策は。
答　時計回りでの周回を考え
ています。

問　役場駐車場も路面表示を
考えた方がいいと思いますが。
答　状況を見ながら判断しま
す。

問　観光イベント用駐車場の
水路の安全性は確保できます
か。
答　細部にわたり確認します。

問　みなみの桜と菜の花のま
つりの桜の管理範囲は。
答　上流は十八通り橋まで下
流は湊大橋までです。

問　町内バスツアーへの助成
について説明をお願いします。
答　関東、中京、関西圏から
大型バスで来町し、町内施設
に２カ所以上立ち寄った場合
にバス１台に付き３万円を助
成しています。

問　ドローンを使った空の夜
桜流れ星等の提案はいかがで
しょうか。
答　横浜開港祭でドローン
ショーを見学しました。500

機のドローンショーが3,000
万円で実施されましたが、町
の予算では難しいです。

問　菜の花畑の中に木道があ
りましたが、今年は撤去され
てウッドチップが敷かれてい
ます。木道の方がいいという
意見がありますが。
答　木道がない方が、花に囲
まれている雰囲気が出ている
ということもありますが、他
の意見も参考しながら考えて
いきます。

問　観光客受入環境整備事業
補助金が、令和４年から令和
６年まで実績がゼロですが、
今後どのようにしていくのか
お聞きします。
答　今後、インバウンドを意
識した整備で、補助対象の品
目を増したいと考えています。

問　弓ヶ浜地域の温泉利用者
が減少しています。今後の維
持管理が困難な状況になって
くると思いますが、現在、ど
のような協議を行っています
か。
答　現状は補助金額を上げた
ばかりなので、問題ないと思
いますが、今後も財源確保等、
支援を続けていきたいと考え
ます。

問　合宿等誘致補助金の令和
６年度の実績が１月14日時
点の数字とはいえ、前年度に
比べ半分以下の数値になって
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います。３月末までの実績は
どのくらいになりますか。
答　現在の数字は団体数29団
体、延べ宿泊者が1,528人、
補助額が257万8,000円と
いう状況です。

問　新たな顧客を呼び込むた
めのPRは考えていますか。
答　宿泊のパンフレットを東
京事務所や町内の宿泊施設の
方に掲示し広報に努めていま
す。

問　住宅リフォーム振興事業
補助金の状況を教えてくださ
い。
答　30件分の予算を計上しま
したが、22件で概ね事業が完
了の予定です。

問　既に住んでいる方のリ
フォームは上限が30万円。
空き家のリフォームと同額の
50万円にできませんか。
答　事業の趣旨の違いがあり
ますので、その辺のところは
考えていません。

問　地震時の道路寸断に備え
下田市との期成同盟会の復活
を求める声がありますが、一
條‐稲梓線の協議する場を設
ける考えは。
答　一條‐稲梓線以上に伊豆
縦貫自動車の全線開通が、第
一目標ですので新設道はかな
り難しいというところです。

７款　土木費およびその関
連歳入について

問　青野‐八木山線の林道の
進捗は。
答　工事は長期化が予想され、
さらに先になる見込みです。

問　空き家について、特に危
険な家屋に対しては他人に迷
惑をかけますので代執行する
前にお知らせすることに力を
入れてもらいたいと思います。
答　来年度、空き家等対策計
画を策定予定で空き家問題の
歯止めになることなどが期待
されます。整備に向けて協議
会を立ち上げて慎重に進めた
いと考えています。

８款　消防費及び関連歳入
について

問　津波避難タワー補修設計
業務委託を計上していますが
経年劣化でしょうか。
答　完成してから12年以上経
過していますので、専門業者
に今後どのような補修が必要
か依頼する事業です。

問　自主防災事業費補助金に
ついて各自主防災会の要求に
柔軟に対応していますか。
答　チェンソー、草刈り機等、
柔軟に対応しています。

問　補助金を利用して避難地、
避難道を整備した実績は。
答　避難路にコンクリート舗
装や坂道に手摺を設置してい
ます。

問　自分達で避難路を整備す
るのは厳しいものがあります
が業者を入れた時の補助率は。
答　業者を入れた時の補助率
は２／３になります。

問　老朽危険家屋等解体撤去
補助金の実績は。
答　令和６年度は行政区から
の申請が１件あり、300万円
を出しています。

問　本当に危険な施設でも打
つ手がないものですか。
答　自主的な解体を促すため
に設けた制度です。それ以外
の場合には、今後、多分整備
されていくのではないかと思
われる行政代執行的なものが
考えられます。

問　室内の通信システムの整
備の目的と今後これを拡大し
ていく考えは。
答　電波状況が悪い地区等の
公民館やセンターへの整備の
ためで、来年度は市之瀬区、三
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質疑、意見要望はなかった。

議第32号
令和７年度　南伊豆町国民
健康保険特別会計予算

特　別　会　計

質疑、意見要望はなかった。

議第33号
令和７年度　南伊豆町介護
保険特別会計予算

議第34号
令和７年度　南伊豆町後期
高齢者医療特別会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第35号
令和７年度　南伊豆町南上
財産区特別会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第36号
令和７年度　南伊豆町南崎
財産区特別会計予算

議第37号
令和７年度　南伊豆町三坂
財産区特別会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第38号
令和７年度　南伊豆町土地
取得特別会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第39号
令和７年度　東伊豆町、河
津町、南伊豆町、松崎町及
び西伊豆町指導主事共同設
置事業特別会計予算

質疑、意見要望はなかった。

問　公共下水道は、町民を苦
しめる事業になると思います
ので、早い判断をした方がよ
ろしいと思います。
答　将来に負担を残さない形
で進めていきたいと考えてい
ます。

問　下水道事業を維持してい
く一つの方法として加入者を
増やすことが重要と思います
が。
答　経営係がいろいろな試算
をしていますが、加入率が
100％になったとしても、経
営状況はあまり変わらない現
状です。

問　下水道事業が廃止された
場合、加入者への補償は。
答　加入者の方々への補償に
関しては今後協議をしていき
たいと考えています。

議第40号
令和７年度　南伊豆町公共
下水道事業会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第41号
令和７年度　南伊豆町漁業
集落排水事業会計予算

質疑、意見要望はなかった。

議第42号
令和７年度　南伊豆町水道
事業会計予算

問　東伊豆町で後期高齢者が
人間ドックを行うことが報道
されていましたが、それに対
しての町の考えをお聞きしま
す。
答　後期高齢者の90%以上
が町の各種健診や医療機関の
受診で健康状態を把握してい
ると認識をしています。未受
診者には町の各種健診の受診
勧奨を強化していきます。

坂の防災センターを予定して
います。

問　通信システムを整備した
伊浜区のセンターの電波状況
は。
答　有線で室内に配線したと
ころ、常に通信が切れること
なく通話ができる状況になり
ました。

10款　災害復旧費及びその
関連歳入について

質疑、意見要望はなかった。

11款　公債費及び関連歳入
について

質疑、意見要望はなかった。

12款　予備費及び関連歳入
について

質疑、意見要望はなかった。
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●一般質問 町長に聞きました

黒田利貴男議員

質問　町では過剰搬入抑制と
県外搬出を民間資源循環プラ
ントと契約を結び、1,000ト
ンの県外搬出を実施していま
す。老朽化施設の運用のため
には搬出量を増やすべきと考
えるがいかがですか。
町長　全量搬出による処理委
託料及び運搬費、施設改修費
用などを予算計上し清掃事業
の安定を図りたいと考えてお
ります。

質問　ストックヤードの問題
解決策はあるかお伺いします。
町長　令和７年度以降につい
ては、搬入されたごみはス
トックヤードに貯留せずにコ
ンテナで保管し、コンテナ自
体にふたをするなど臭気対策
を講じてまいります。

質問　２月 19 日、議会全員
協議会で稼働停止の報告が
あったわけですが、修繕をし
ないのかをお伺いいたします。
町長　施設修繕を断念し、民
間処理委託及び協力いただけ
る自治体への処理委託への移

行を決定させていただいてお
ります。

清掃施設老朽化
対策について

当町の空き家対
策について

質問　現在の空き家バンクの
利用状況について伺います。
町長　これまでに売買物件で
133件、賃貸物件で83件の
登録があり、成約数では売買
が95件、賃貸が61件で、全
体の成約率はおよそ72％と
なっております。

質問　空き家をつくらないた
めの施策は何かありますか。
町長　空き家にしない対策の
重要性は認識するものの、空
き家になる前段での行政勧誘
は法的にも極めて困難と思わ
れますので、先進事例なども
参考にしながら効果的な施策
の検討に取り組んでまいりま
す。

質問　空き家バンク以外にも
空き家対策に関する取組を
行っています。その中に、空
き家活用に関するセミナーの
開催というのがあります。こ
のような企画をもっと活用す
べきと考えるがいかがですか。
町長　令和６年度においても
３回程度、令和７年度では４
回程度の開催を予定しており
ます。今後も、これら事業者
からのご協力の下で空き家活
用セミナーなどを継続しなが
ら、さらなる空き家活用促進
に取り組んでまいります。

質問　空き家の活用が移住や
２地域居住へつながるのでは
ないかと思いますが、いかが
ですか。
町長　国においても２地域居
住を推進する姿勢が示され、
多くの地方自治体がこの方針
に沿った取組を検討推進して
おりますので、本町において
も、これらの取組やこれまで
と同様に移住定住を推進する
中で効果的な空き家活用に努
めてまいります。

質問　事前防災の個人、地域、
行政が連携して取り組んでい
る事例はありますか。
町長　想定される各種災害に
対し、事前に対策を講じる事
前防災においては、個人、地
域、行政の連携は必要不可欠
であり、最も重要であると認
識しているところであります。

質問　町民への具体的な対策
の周知はどうなっているか。
町長　本年２月から運用開始
いたしました町公式 LINE に
あっては、情報発信、情報収
集手段の多重化が図られたこ
とから、これらのツールも積
極的に活用しながら、さらな
る事前防災の強化につなげて
まいりたいと考えております。

質問　町が取り組むハード対
策はどうなっているのかお伺
いします。
※質問し答弁があった。

能登半島地震からみ
る事前防災について
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大 年 美 文議員

質問　国の施策の中で避難所
施設の空調設備の整備事業と
いうのを総理が打ち出して、
大分浸透してきているように
は見えますが、我が町を含め
て近隣の市町、あるいは県内
の市町の状況等あればお示し
ください。

防災室長　賀茂地区の空調設
備について、詳しくは把握し
ていませんが、冷暖房機器の
設置は確認していません。東
部地区では文部科学省の空調
設備整備臨時特例交付金を
使ったものはないと認識して
います。長泉町の北小学校で
は経済産業省のCO2削減に
伴う交付金で天然ガスを使用
した空調を１カ所、配備して
います。

賀茂地区の周産
期医療について

避難所施設（体
育館）の空調設
備について

質問　賀茂地区で唯一出産を
扱う医療機関が本年の１月で
業務を終了したという、私も
新聞を見て本当にびっくりし
ました。それについて町の対
応、それから町長に、まずこ
の新聞報道されたときに最初
に感じたことがあればお聞か
せください。

町長　今般、分娩業務の終了
に伴い、今後出産を控えた妊
婦は、伊東市や伊豆の国市な
どの分娩取扱い施設に足を運
ぶ必要が生じることから、出
産が迫った妊婦の負担軽減と
安心感の確保を図るため、下
田地区消防組合と構成する１
市４町では、新たなサービス
として、出産が迫る妊婦を救
急車で分娩取扱い施設まで運
ぶ妊婦情報事前登録制度、妊
婦サポート119を創設するこ
とになりました。このため、
４月からの運用開始に向けた
準備を進めております。ま
た、賀茂医療圏域の市町が協
力し、近隣の分娩取扱い施設
との連携強化体制の構築を図
るほか、本町においては、妊
婦への経済的支援として、国
県補助なども一部活用しなが
ら、妊婦健診や出産時の交通
費のほか、出産に伴う事前入
院や出産施設に近い宿泊施設

質問　老朽化が伴う上下水道
の施設の耐震化の現状につい
てということで、特に上水道
の浄水場、それから配水池、
配水池についても古いのを入
れますと24ぐらいあるんで
すかね。この辺がもうかなり
老朽化しているわけなんです
けれども、この辺の耐震性に
ついて、現状をお示し願えま
すか。

生活環境課長　昭和55年２月
供用開始の石井浄水場につい
ては、竣工から既に45年が
経過して、建屋や機械の老朽
化が進んでおります。このよ
うな中で、平成27年度に実
施した石井浄水場の耐震診断
では、管理棟について耐震性
能はないと判定がなされてお
ります。また、配水池につい
ては、令和５年度に実施した
海岸地区の簡易水道も含めて
町内40か所あり、このうち
耐震性があるものは１か所の
みで、そのほかは耐震診断を
必要とする施設となっており
ます。
　　　

　　　　　　　　　　　
※公共下水道事業に関する質
　問をし回答があった。

上下水道施設の
今後について

等での宿泊費用を支援するた
め、出産準備支援金制度の創
設を予定しております。
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岩 田　 稔議員

質問　５月24日神子元水中
クリーン作戦が行われます。
このイベントに対して当局で
何か協力するお考えがあるか
お聞かせください。

町長　昨年度からこれらの活
動の一助になるよう清掃セン
ターへの持ち込まれた回収ご
みの手数料を全額免除させて
いただいております。

質問　町長が開会式に出席い
ただいて祝辞を述べていただ
くと大変盛り上がり、認知を
上げるには一番の手段ではな
いかと考えますがいかがでしょ
うか？

町長　それはもう大歓迎でや
らせていただきたいと思いま
すので、日程を確認して状況
によって参加させていただき
ます。

旧共立湊病院跡
地について

質問　令和６年８月31日に発
生した洪水についてですが、
前日からの台風の影響で雨は
降っていましたが中型の台風
だったと思います。それなの
に雨水は敷地を乗り越えて道
路を横切り通行を困難にさせ
ました。なぜこのようなこと
になったのかお聞かせくださ
い。

町長　道路冠水があった８月
末は解体工事において排水対
策が不十分であったことなど
が原因です。その後組合では
直ちに必要な雨水対策を講じ
ております。

質問　その工事の後になぎさ
園の職員から私に電話が入
り、この程度の対策では不安
があるので何とかしてくれな
いかと言われました。

町長　近年の異常気象などに
よる災害の大型化からも近隣
の皆様にはご心配のことと推
察致します。引き続き組合主
導による病院跡地の利活用の
動向などを注視しながら、病
院跡地の適正管理を強く求め
てまいります。

質問　令和６年12月に首長会
議が行なわれました。そこで
跡地の利活用についてどのよ
うな話し合いがあったのかお
聞かせください。

町長　令和７年度の１年間の
期間限定により地元の意見を
聴取し条件等の整理を行った

新たな観光資源
ハンマーヘッド
シャーク

上で、安定した財政規模を持っ
た民間事業者等への売却の方
向性を探る事になりました。

質問　民間に売却もやむ無し
となった以上は当町も町民に
向けて明確なメッセージを出
す時期にあると思います。町
長の今のお考えをお聞かせく
ださい。

町長　昨年８月２日の首長会
議で南伊豆町に無償譲渡とい
う話がありました。管理者
は無償譲渡はあり得ないと。
じゃあ幾らなんだと？金額を
決めようという話が出たんで
すけど、それから一切話には
なっていません。南伊豆町の
意向を最大限に聞きながらと
言いながら、何も聞いてくれ
ないので、それに対して不信
感はあります。今回は１年か
けてどのような企業が手挙げ
するのかを見ながら地域の人
達、私たち町が受け入れるか
受け入れないかを冷静に判断
しなくてはいけないと思いま
す。この町のある意味一番い
い観光地ですのでしっかりと
町を挙げてやっていきたいと
思います。
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宮 田 和 彦議員

質問　観光イベントによる集
客は、収入面で大きな割合を
占めていますが、予算配分は
どのようになっていますか。
町長　予定されている観光イ
ベントは、伊勢海老まつりや
みなみの桜と菜の花まつりの
他、みちくさぼちぼちフルマ
ラソン、フォトコンテスト等、
観光関連予算は１億8,361万
6,000円を計上しています。

質問　今後の新しいイベント
は。
商工観光課長　新規の事業で
はありませんが、桜まつりに、
夜桜流れ星を開催したいと
思っています。

令和７年度予算
について

質問　米や野菜等の高騰が続
いていますが、県内でも所得
が低い我が町の物価高騰に対
する積極的な支出は。
町長　非課税世帯支援給付金、
小中学校の児童生徒に係る給
食費の補塡、さらに第８弾プ
レミアム付商品券発行事業を
計上しました。

質問　南海トラフ沿いの大規
模地震が今後30年以内に発
生する確率が70～80％に上
がりましたが、通信、食料等
の備えは。
町長　食料や飲料水について
は、観光客を含めた8,000
人程度と想定し３日分、加え
て、乳幼児向けミルクや紙お
むつ、高齢者用紙おむつや生
理用品等の衛生用品の他、簡
易トイレの確保に努めていま
す。この他、通信状態が悪い
地区では外部アンテナを設置
して安定した通信体制の確保
に努めています。

物価高騰について

南海トラフ巨大
地震について

質問　避難所となる体育館の
冷暖房整備は、避難環境を改
善させ、災害関連死を減少さ
せるのでは。
町長　適正な施設整備の可能
性について引き続き調査研究
してまいります。

質問　文科省は2035年までに
学校体育館空調整備を95％
の整備を目指していますが我
が町の財政は弱い、国や県に
補助率を上げるように訴える
考えは。
町長　引き続き国、県にも訴
え続けていきたいと思ってい
ます。

体育館の冷暖房
化について

質問　土肥海岸では、日本で
初めてとなる津波避難複合施
設が完成して開業しています。
平時は観光業に寄与し、有事
の際には津波から命を守る避
難施設ですが、病院跡地を取
得して、観光・防災が融合し
た津波避難複合施設の考えは。
町長　昨年12月の運営会議
において、１年間の期限を設
けた上で民間への売却の可能
性を探るとした組合の方針が
示されましたので、今後動向
に注視しつつ、一部事務組合
にとっても、また本町にとっ
ても有益となるよう協議を検
討してまいります。
※交通弱者について質問して、
　答弁があった。

共立湊病院跡地に観
光と防災が融合した
複合施設の提案

質問　プレミアム付商品券の
第１弾から８弾までの１世帯
当たりの購入金額は。
町長　総額32万円です。16
万円が町民の方が、ご購入い
ただいた金額で、16万円が
プレミアム分となっています。

質問　高齢者への予算支出は。
町長　敬老祝い金のほか、敬
老の日委託料、在宅高齢者の
食事サービス、老人生活用具
給付事業や高齢者通院費助成
事業、また、老人クラブ連合
会事業に対する補助金、高齢
者のインフルエンザ定期予防
接種、健康増進事業、買物、
通院等の移動や外出支援事業
等を計上しています。
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稲 葉 勝 男議員

質問　町の宝と位置付けている
下賀茂温泉の源泉数は75ヶ
所、利用源泉数は39ヶ所で
す。温泉熱利活用の歴史は古
く、大正時代には温泉メロン
栽培が行われ、花卉栽培農家
も誕生し「下賀茂温泉園芸
組合」も結成され盛況であ
りました。昭和36年、伊豆
急行開通による観光ブームと
なり、温泉利用が増加し同時
に源泉数も増加、また、うな
ぎ、スッポンの養殖など新た
な業種も誕生し、温泉の価値
も上がり現在に至っておりま
す。温泉は宝と位置付けてい
るが、今後の利活用について
の考えをお聞きします。

町長　利活用については、観
光利用以外新たな産業育成に
つなげていきます。エビ養殖
の企業誘致にも成功しており
ます。情報収集に努め、外部
資本の受け入れ体制の強化に
努め、有効な温泉活用につな
げます。

質問　移住定住促進を推し進
めるには就労の場の提供が必
要であり、温泉を利用した付

質問　旧共立湊病院が、１市
５町の公的医療施設の役目を
終了してから12年、残された
病院と関連施設も撤去され、
広大な土地が誕生しました。
本町議会は「跡地を公有地と
して保全し、活用に当たって
は地元住民の意向を尊重され
たい。」との内容で意見書を
関係各位に提出しました。一
般質問の多くは取得か賃貸借
により、観光の拠点である白
砂青松の弓ヶ浜、宿泊施設の
集中している湊地区の活性
化、津波避難所の設置など利
活用を目的とした質問です。
大型事業を控えており財政も
厳しく、現在利用計画が無い
ので慎重になるのは理解でき
るが、計画を創ることが必要
と思うが、町長の考えをお聞
きします。

町長　運営会議では１年間の
期限を設けて、民間への売却
を探る方向が示された。町に
ある土地であり、地域の利益
と活性化につながる利用を望
むし、町で取得できれば利活
用の案を進めていきます。

質問　選挙公約で町民ファー
ストの町政実現に、町民の意
見を聞いて議論を重ね、みん
なでつくる町づくりを謳って
いるが、行政報告会実施につ
いてお聞きします。

町長　地域懇談会などは、町
政運営上極めて大きな政策の
転換期や、これに匹敵する事
案や政策面における重大な決
断など、町民の皆様に広く説
明を求められるときと考えて
おります。

町の宝である温
泉の利活用につ
いて

加価値のある産業振興への考
えをお聞きします。

地方創生室長　地域産業の担
い手不足解消へ、総合戦略の
中で産業振興に取り組んでい
きます。

旧共立湊病院跡
地の取得と利活
用の計画につい
て

町内の防犯対策
について

町民ファースト
と行政報告会実
施について

質問　観光立町として人事交
流が盛んであり、事故や犯罪
等に町民が巻き込まれる危険
性があります。児童生徒通学
路の交差点、人通りの多い場
所への防犯カメラ設置につい
てお聞きします。

町長　設置場所の選定や管理
者との協議など検討してまい
ります。
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清 水 清 一議員

質問　入札の公示が延期され
た、その理由は。

町長　令和４年度策定広域ご
み処理施設整備計画で算出さ
れていた総事業費より約50億
円増加、総額が305億円と
なる見込みとなった旨の説明
と報告がなされました。事業
費高騰の結果を受け、令和６
年12月３日付で下田市長か
ら広域ごみ処理事業における
負担金等の再検討を求める文
書が組合側に提出され、同日
開催の運営会議において、こ
のような状況下での事業の遂
行は困難との判断がなされ、
事業者選定に係る入札公告の
延期が決定されたものであり
ます。

質問　建設費あるいは維持管
理費は南伊豆町にとってはど
のくらいになるのか。

質問　１次、２次、３次産業
のそれぞれを将来的にどう考
えておられるのか。

町長　産業育成の推進を図る
ため、南伊豆町産業振興計画
及び経営発達支援計画に基づ
いた取組を進めており、地域
産業の活性化、静岡県下住民
所得ワースト１位脱却を目指
すとした次期計画を策定中で
あります。産業育成の一例と
しては、創業に向けた相談業
務において、具体的に動き出
す段階にある事業者の掘り起
こしや、情報提供を実施する
など、商工会、金融機関、産
業団体との連携をもって、創
業前から開業後のフォロー
アップに至る伴走型支援を実
施しており、空き店舗対策事
業補助金の活用や、商工会事
業でもあるお試し店舗の利用
により、開業した事業者も過
去７年間で12者を数え、飲
食店を中心に書店、マッサー
ジ店、オリジナル包丁販売な
ども開業し、町内産業の多様
化にも一役買っております。

広域ごみ処理計画

町長　広域ごみ処理事業に係
る20年間での総事業費は、
建設費で153億円、運営費
で約152億円、合計305億
円でありまして、このうち本
町の負担額は60億円が見込
まれ、年度換算で約３億円程
度になります。

質問　構成市町の財政状況は
どうなのか。

町長　下田市長から南伊豆地
域清掃施設組合管理者に提出
され、広域ごみ処理事業にお
ける負担金等の再検討を求め
る文書には、組合から提示さ
れた負担金の額に対する下田
市の見解は、長期にわたり大
きな財政負担となり、市の財
政運営に深刻な影響が出るこ
とが見込まれる。組合の構成
３町においても、下田市と同
様に、それぞれの財政状況や
将来予測からも非常に厳しい
状況にある認識です。

質問　建設予定地の土壌分析
の予定は。

町長　同組合では、土壌汚染
対策法に基づく事務処理を予
定し、必要に応じて土壌調査
等の対応をしていくとの回答
でありました。

質問　賀茂１市５町の施設の
稼働状況はどうなのか。

町長　南伊豆町、松崎町、西
伊豆町の焼却施設は、これま
で大規模改修が未実施である
施設であり、20年の耐用年
数を超過した施設。下田市の
施設では大規模改修を実施し、
改修後、既に16年が経過し

産業振興育成の
ための取組

た施設です。東河エコクリー
ンセンターは、平成30年か
ら２か年をかけて大規模改修
を実施。
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「一瞬でやる気が爆上がりする10の言葉」
１. 死ぬ気でやれよ、死なないから　２. 振り向くな、後ろには夢がない　３. 満点は無理かもしれない
がMAXなら出せる　４. 明日死ぬかのように生きろ　５. 嫌ならやめろ！ただ、本当に嫌と思うほどや
りきったか？　６. 自分の道を進め！他人には勝手なことを言わせておけばいい　７. なりたかった自分
になるのに、遅すぎたということはない　８. 永遠に生きるかのように学べ　９. あきらめたらそこで試
合終了　10 . 走った距離は、裏切らない
　何事も自分自身の許容範囲で頑張ることが大事ではないでしょうか。

 ある記事を見つけました Ver. 2　（大年）

議会一口メモ 発言の自由と責任

　発言が自由であるからといって、どんな内容の発言も許され
るというものではない。おのずから節度のある発言でなければ
ならない。たとえば、議場の秩序を乱したり、品位を落すもの
であったり、個人のプライバシーに関する発言まで許されるも
のではない。また、議会は、多数の議員から構成される合議体
であり、議長がその会議を主宰しているわけであるから、一定

の会議の進行に従った発言が行われなければならない。民主主
義を基盤とする議会においては、このように秩序を重んじなけ
ればならないことは当然であり、おのずから会議のルールに
従った節度ある発言が要求されるわけである。

「議員必携」より抜粋　（岩田）

※手続きは当日、住所、氏名等の記載で傍聴できます。午前９時30分から開会します。

◦お問い合せは議会事務局へ　TEL ０５５８−６２−６２４０

１年に４回の定例会が開かれます。１年に４回の定例会が開かれます。

○３月定例会（新年度の町予算の審議が主です）

○６月定例会（町政の進捗状況などです）

○９月定例会（前年度の町会計の決算審議が主です）

○12月定例会（町事業の進捗状況の確認などです）

議会は町の予算や身近な問題などを話し合う大切な会議です。
あなたも議会を傍聴してみませんか？

議会を議会を傍聴に傍聴にきませんか？きませんか？議会を議会を議会を傍聴に傍聴に傍聴にきませんか？きませんか？きませんか？
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